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令 和 ４ 年 度 

 

第５０回記念全国高等学校選抜卓球大会 

 

監 督 会 議 資 料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       日 時  令和５年３月２４日（金）１２：３０～ 

 

       会 場  スカイホール豊田 大会議室・中会議室 
 

 

（公財）全国高等学校体育連盟卓球専門部 
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次    第 

 

１ 開会のことば 

２ 挨 拶        競技運営委員長         宗 片 信 一 

３  競技役員紹介 

全国役員        総務委員長           塚 田 博 文 

    開催地役員       競技運営副委員長        長 瀬 直 樹 

４ 競技上の注意        審判長             塩 見 卓 生 

５ 連 絡 事 項 

  （１）進行・競技全般    進行副委員長          森 下 恵 介 

（２）会場全般       会場副委員長          横 尾 裕 明 

（３）式典全般       式典副委員長          岩 橋 一 郎 

  （４）宿泊・弁当       株式会社リンクス        高 橋 洋 一 

  （５）その他 

６ 閉会のことば 

 
 

司 会  愛知県高体連卓球専門部  岩 月 貴 文 
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１ 競技上の注意 

  （１）ルールについて 

    ア 試合は、現行の日本卓球ルールおよび以下の規定を適用します。 

    イ 試合前の練習については、１分とします。試合進行にご協力ください。 

    ウ 競技領域内での雑巾の使用を禁止します。ベンチ側で使用する際は、雑巾を床に直接 

置かないでください。 

エ ユニフォームについて 

     ・競技用ユニフォームは、（公財）日本卓球協会公認マークの付いたものとし、明らかに異なっ

た色のものを２着以上準備してください。   

     ・着用するユニフォームの確認は、コートにおいて試合前に行います。 

     ・メーカー名（マーク）の全面積が商標の大きさ（２４㎠）を超えるユニフォームは使用不可と

なります。（広告の禁止） 

    オ ベンチで着ている監督・選手のウエアは白色系のものを避けてください。 

    カ ラケット・ラバーについて 

     ・外国製ラケットについては、事前に審判長の許可を受けたものに限り、大会期間中の使用を 

           認めます。（ラケット使用許可申請書を提出し、許可証を携帯すること） 

     ・ラバーの接着については、J.T.T.Aに公認された接着剤を用い、大会会場の指定された場所で 

使用してください。なおラケットコントロールを実施することがあります。 

    キ サービスやレシーブの前に選手がベンチを振り向くような行為、サービスやレシーブで、 

       間合いの長い（５秒以内にサーブ・レシーブの態勢をつくらない）場合、対戦相手や観衆に 

不快な思いをさせるような行為は、バッドマナーとして指導の対象となります。 

    ク シングルス（２部）でのアドバイザーのベンチ入りは以下の条件で認めます。 

① アドバイザーの資格は、大会申し込み時にエントリーされた当該校の監督、選手に限られ 

ます。ＩＤカードを付け、確認できるようにしておいてください。 

② アドバイザー（１名）は、試合開始時に選手と共に入場してください。 

     ケ  応援旗（部旗）の掲示は、２００ｃｍ（ヨコ）×１５０ｃｍ（タテ）以内のものを１チーム
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      １枚とします。事前にお預かりした応援旗（部旗）は、着払いの宅配便で送付いたします。 

         コ ゼッケンは、令和４年度（公財）日本卓球協会発行のものとします。 

      ゼッケンにシールを貼ったり、派手なピンの使用は不可とします。（文字が隠れるような物を

      付けないようにする） 

      サ 監督は、当該校の校長が認める指導者とし、外部指導者の場合は、損害・賠償責任保険        

（スポーツ安全保険等）に必ず加入することを条件とします。ベンチに入る際は、令和４年度

役職者章をつけてください。役職者章を忘れた場合は、本人を確認できる証明書を持参の上、

仮役職者章の発行を受け携帯してください。 

 

  （２）外国人留学生の出場について 

     （公財）日本卓球協会および、（公財）全国高体連卓球専門部内規に基づきます。 

 

  （３）選手変更について 

     ア 選手変更は、大会要項に記載される条件で認められます。 

      イ プログラムの訂正（氏名の誤植等）がある時は、監督会議終了後、直ちに副審判長に連絡 

してください。掲示板に一括掲示を行います。 

 

 （４）ボールの選択について 

     ア ボールは主審が準備し、選手から使用する希望メーカーを確認します。 

     イ 希望メーカーが異なるときは、くじ（拳）によりメーカーを決定します。 

      ウ ボールが試合途中で破損した場合は、選択されたボールの予備を使用します。     

       エ ボールの持ち込みは認めません。 

 

 （５）競技進行上（学校対抗）の手順 

      ア 整列は選手のみで、各チームの主将は主審側に並び、挨拶をしてください。 

       監督はベンチで待機してください。 

      イ オーダー紹介は行いません。直ちに試合を始めてください。 

      ウ 競技場内でのミーティング等は行わないでください。 
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      エ 試合終了後、速やかに退場してください。ただし、試合が同じコートで連続して、開始予定

       １０分を切っている場合はその場に残っていただいて結構です。 

      オ 予選リーグ及び決勝トーナメントの準々決勝までは、主審は開催地の公認審判員、副審を 

       各校の帯同審判でお願いします。 

       決勝トーナメントの準決勝より、主審・副審ともに開催地の公認審判員が行います。 

 

  （６）シングルスの副審について 

       予選リーグは、試合のない選手が副審をお願いします。 

決勝トーナメントより、主審・副審ともに開催地の公認審判員が行います。 

 

  （７）新型コロナウイルス対応に関する選手の留意事項について 

① ベンチにいる選手は常時マスク（白色以外が望ましい）を着用し、椅子に座って応援すること。 

② 観客席から試合中の選手へ大きな声で応援しないこと。（応援は拍手のみで行う。） 

③ 試合前のラケット交換は、相手に渡さず自分で相手に見せること。 

④ 卓球台の上で手を拭いたり、シューズの裏を手で拭いたりしないこと。 

⑤ 握手等の身体を接触させる挨拶は行わない。 

⑥ タオルの共用はしない。こまめな手洗い、アルコール等による手指消毒を行う。 

 

    ※令和４年度第５０回記念全国高等学校選抜卓球大会における新型コロナウイルス感染症拡大防 

止等に向けた対応について 引用 

※タオルボックス内で使用するビニール袋は、各チームにてご用意ください。 

 

２ オーダー交換 

 （１）オーダー交換について 

   ア オーダー交換は、電子メールを使用してインターネット経由で行います。 

   イ オーダーミスのないように、メール送信前にしっかり確認を行ってください。 
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 （２）ユニフォームについて 

ア 着用するユニフォームの確認は、コートにおいて試合前に行います。 

   イ 同一ユニフォームの場合は、話し合いか、くじ（拳）で決定します。 

 

 （３）オーダー提出について 

   ア オーダー提出依頼メールを、タイムテーブル試合開始約６０分前に送信します。原則としてタイ

ムテーブル試合開始３０分前までにオーダーを提出してください。 

イ 時間を超過して試合が行われている場合は、試合終了１０分後にオ－ダー交換を行います。 

ウ オーダー交換に関するご質問やトラブルについては、大会本部（総務室）へお越しください。 

 

３ 試合進行 

 （１）学校対抗予選リーグについて 

   ア １台進行で行いますが、状況に応じて２台進行になる場合もあります。 

 

 （２）学校対抗決勝トーナメントについて 

   ア ２台進行で行います。 

 

 （３）コートへの入場について 

   ア 学校対抗、シングルスともにタイムテーブルに従い、試合開始５分前までに試合コートにお入り

    ください。試合コートのアナウンスは原則行いませんので、タイムテーブルを確認してコートにお

    入りください。（タイムテーブルの遅れに伴うコート変更については、放送によりご案内します。） 

    イ ベンチは、先番を本部席側とします。 

   ウ 最終日の学校対抗、シングルスの準決勝からはベンチへの誘導をしますので、試合開始５分前 

までに、メインホール２番出入口（北東端）の廊下に集合してください。 

 

 （４）試合開始について 

   ア その日の最初の試合は、進行からの放送で一斉に開始します。 

   イ それ以降は、各コートでタイムテーブルに従い主審の指示のもと試合を開始します。 
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 （５）対戦記録用紙について 

   ア 対戦記録用紙は複写式ではありません。試合記録はホームページでの閲覧となります。 

 

４ 会場使用上の注意 

 （１）練習はタイムテーブルの割り当てに従って行ってください。 

 （２）体育館フロアはメインホール・サブホール、その他の練習会場とも土足厳禁です。靴の履き替えを

    徹底してください。 

 （３）競技場内での水分補給は、蓋の付いたスクイズボトル、ペットボトルを利用してください。 

 （４）観覧席の通路などでのシャドープレイ等のウォーミングアップは禁止とします。 

 （５）試合会場・練習会場内のコンセントは使用禁止です。スマートフォン・ビデオカメラ等の充電や 

その他、コンセントを使用する行為は行わないでください。 

 （６）ゴミは各自で持ち帰ってください。会場の美化にご協力をお願いします。 

 

５ 式典について 

 （１）開会式について 

   ア 以下の該当者はフロアの指定された場所に着席してください。その他の方々は観客席（ブロック

指定）に着席してください。 

     ① 男子・女子学校対抗前年度優勝校の優勝旗返還者 

② 選手宣誓者 

③ 男子・女子学校対抗出場校の主将 

④ 男子・女子シングルス（２部）出場選手 

⑤ 前年度開催地表彰者 

⑥ 通算出場・連続出場表彰代表者 

 

 （２）表彰について 

    開会式においての通算出場・連続出場表彰は、下記の学校とさせていただきます。 

     石川県 遊学館高等学校（女子） 
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表彰を受ける代表者は、フロアの指定席にお座りください。 

学校名を呼ばれたら、代表者１名が演台に進み表彰を受けてください。 

    他の学校につきましては、呼名のみとさせていただきます。 

    表彰された学校は、２４日に本部まで賞状等を取りに来てください。 

 

連続１０年出場 

新潟県 新潟産業大学附属高等学校（男子） 

大分県 明豊高等学校（女子） 

 

通算４０回出場 

石川県 遊学館高等学校（女子） 

 

通算２０回出場 

千葉県 東京学館浦安高等学校（男子） 

 

    前年度開催地表彰 

     栃木県 星野 朗 様 

  

 （３）大会の表彰について 

   ア 学校対抗５位（ベスト８）表彰は、決定後順次指定の表彰場所で行います。 

   イ シングルス５位（ベスト８）の表彰は、決定後順次指定の表彰場所で行います。 

   ウ シングルス１位～３位の表彰は、学校対抗決勝戦前に指定の表彰場所で行います。 

 ※ いずれも当該校に連絡します。 

   エ 学校対抗３位表彰は、準決勝終了後に行います。 

   オ 学校対抗の１・２位表彰及び殊勲賞・敢闘賞の表彰は、男子・女子学校対抗決勝戦終了後の閉会

     式で行います。 
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６ 医療・救護について 

 （１）看護師が常駐します。対応が必要なときは本部席に連絡してください。 

 （２）疾病、傷害等は応急処置のみ行います。その後は医療機関を利用してください。 

 （３）医療機関での費用は、受診者の負担となります。 

 

７ 宿泊について 

  宿泊要項のとおりです。 

 

８ 弁当について 

 （１）弁当の引き換えは、弁当引換所で行います。 

    １１：００～１３：００の間に、必ず受け取ってください。 

 （２）空箱は１４：００までに、弁当引換所に返却してください。 


